
様式２

基本戦略１

① ④ ⑥ ⑦ ⑧

本事業前
の実績値

年度 総額 指標値 単位 目標年月 Ｈ２６実績値 実績値 事業効果 事業の評価
外部有識者から
の意見

今後の方
針

今後の方針の理由

H26年度 10,440,000 指標① 建築住宅戸数 17 棟 H28.3 14 17

指標② 森林認証材使用量 397 ｍ３ H28.3 267 325

H27年度 12,840,000 指標③

H26年度 0 指標① 木製品贈呈数 140 人 H28.3 － 121

指標②

H27年度 653,400 指標③

H26年度 0 指標① 来館者数 10,000 人 H28.3 753 20,437

指標②

H27年度 39,415,810 指標③

H26年度 14,564,239 指標① 観光入込客数 790,000 人 H28.3 765,530 806,390

指標②

H27年度 3,829,251 指標③

H26年度 778,800 指標① 利用者 400 人 H28.3 339 420

指標②

H27年度 800,000 指標③

H26年度 0 指標① 融資件数 2 件 H28.3 0 0

指標②

H27年度 0 指標③

基本戦略２

① ④ ⑥ ⑦ ⑧

本事業前
の実績値

年度 総額 指標値 単位 目標年月 Ｈ２６実績値 実績値 事業効果 事業の評価
外部有識者から

の意見
今後の方
針

今後の方針の理由

H26年度 0 指標① 政府関係機関誘致数 1 機関 H28.3 － 0

指標②

H27年度 0 指標③

観光入込客数のさらなる増加のため、各関
係団体との連携を図り、美幌町の個性や
特色を活かした観光振興施策を展開し魅
力ある観光地づくりを実施するとともに、さ
らなる情報発信を図る。

女満別空港発、美幌駅経由美幌峠行きバ
スについて、継続運行を図るとともに利用
促進に向けて情報発信に努める。

地方創生に非常
に効果的であっ
た

地方創生に相当
程度効果があっ
た

７月１８日～１０月１２日（８７日間）、
１日２往復の利用者数

バス運行維持負担金
756,000円
（株）阿寒バス（株）

各関係団体と連携を図り利用促進に向けた情報発信
に努めることにより、指標とする利用者を上回ることが
できた。

10 空港交通利便性向上事業

美幌町産ＦＳＣ森林認証材の利用促進
により、森林資源の地産地消の推進・
町内経済の活性化・町内住宅の良質な
住環境整備を図る。

平成２７年度開始の事業である

美幌林業館は昭和63年3月に設置され26年が経
過していたが、当該施設の改修を行ったことによ
り、子供達が屋内で木の遊具等で遊べる「木育ひ
ろば」を設置することができた。

業務等委託料　　　10,000千円
林業館改修工事　 19,332千円
備品購入費　　　　 　6,035千円

平成27年10月3日にリニューアルオー
プンし、平成27年12月13日で入館者
数1万人を達成する。平成28年3月末
の入館者数は、20,437人となった。

起業する方の支援として、運転資金2,000
万円、設備資金3,000万円以内の融資を実
施する。また、利子補給20％、保証料
100％を償還年次分割給付を実施する。

美幌峠イベントの実施など、各関係団体と連携を図り、
観光入込客数増加へと繋げることができた。

広告制作業務委託料
324,000円
ワタミフードシステムズ（株）

（参考）
平成26年度は北海道の補助金があった
ため、金額が多くなっています。
　緊急雇用創出推進事業補助金
　　地域資源活用推進　8,730,231円
　　観光施設運営・人材育成　2,720,941
円

１歳を迎えるお子さんを対象に美幌町
産ＦＳＣ森林認証材を使用した木製品を
プレゼントすることで、「木とふれあい、
木に学び、木と生きる」感情豊かな心を
育む木育活動を推進する。

美幌林業館きてらす（美幌駅併設）の維
持管理を行う。（平成２７年度は、林業
館改修事業として、当該施設の改修を
行い「木育ひろば」を設置するものも含
む）

地方創生に効果
がなかった

事業の継続13 新規起業家融資制度
実績は無かったものの、当該制度を維持することによ
り新規企業への後押しが図られると考える。

制度の継続により起
業・創業支援を図る。

追加等更に
発展させる

既存の観光資源の磨き
上げを行いつつ、新規
の観光資源を育て、入
込数の増加を図る。

9 観光振興事業

地方創生に非常
に効果的であっ
た

追加等更に
発展させる

実績値により、本事業
は非常に効果的であっ
たため、来館者の把握
及びニーズを収集し、
より安心安全な木育広
場を提供できるように
更に維持管理を発展さ
せる

地方創生に非常
に効果的であっ
た

追加等更に
発展させる

関係機関と協議し、周
知方法など改善しつ
つ、さらにたくさんの方
が利用しやすくなるよう
検討する。

追加等更に
発展させる

実績値により、本事業
を通して木育活動を推
進し新商品開発を視野
に入れ、美幌町産森林
認証材で作られた木製
品を発展させる

7 林業館管理事業

6 はじめての木づかい事業

地方創生に相当
程度効果があっ
た

追加等更に
発展させる

実績値により、本事業
が効果的であったた
め、対象拡充を図り、
美幌町産ＦＳＣ森林認
証材の利用促進及び
町内住宅の良質な住
環境整備を更に発展さ
せる

4 美幌町産材活用促進事業
建築住宅戸数は見込みどおりであっ
たが、住宅規模により森林認証材使
用量が若干ではあるが減少した

補助金　　10,440,000円当初見込みより、建築住宅戸数が減少したため

住所異動（転出等）を除けば、対象者
に対してほぼ連絡を受け、プレゼント
を贈呈できた。

消耗品費　　700千円

本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

指標

美幌版総合戦略に係る事業実施結果報告

（各事業における実績額及び事業効果等）

No

③ ⑤ ⑩

対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）

⑨

外部有識者からの評価

②

事業内容

実績額 事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）
※実績値が指標値を下回っている事業については

その理由（原因）等についても記載願います

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を

記載願います
指標値に対するH27実績値の内容

No

② ③ ⑤ ⑨ ⑩

対象事業の名称 事業内容

実績額 本事業における重要業績評価指標（KPI） 本事業終了後における実績値 事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）
※実績値が指標値を下回っている事業については

その理由（原因）等についても記載願います

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を

記載願います
指標値に対するH27実績値の内容

外部有識者からの評価
実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

指標

国が掲げる総合戦略の一つで、東京に集
中している官公庁を地方へ移転させ、東京
一極集中を是正し、リスクの分散を進める
ことを目的にしたもの。美幌町への誘致を
推進する。

政府関係機関の移転要望について国から調査があっ
た際、４つの施設を希望したものの、受入施設や職員
の住居などを市町村に負担を求めるものだったこと
や、国側の移転に対する姿勢に疑義があったことか
ら、申請を取り下げました。

自衛隊関連施設及び新部隊の受入に関
する陳情活動は行っています。

4 政府関係機関の誘致
地方創生に効果
がなかった

事業の継続

農業関係・自衛隊関係
の関係機関を中心に、
誘致及び陳情を行って
いく。



様式２

基本戦略３

① ④ ⑥ ⑦ ⑧

本事業前
の実績値

年度 総額 指標値 単位 目標年月 Ｈ２６実績値 実績値 事業効果 事業の評価
外部有識者から

の意見
今後の方
針

今後の方針の理由

２６年度 1,411,460 指標①
妊婦一般検診交通費

補助金補助率
100 ％ H28.3 100 100

指標②

２７年度 1,419,120 指標③

２６年度 1,710,000 指標① 常勤医師数 10 人 H28.3 6 10

指標②

２７年度 1,186,000 指標③

２６年度 126,198 指標①
エンゼルサポート120事

業補助率
100 ％ H28.3 100 100

指標②

２７年度 61,000 指標③

２６年度 3,498,941 指標① 利用者延べ人数 9,000 名 H28.3 10,834 8,485

指標②

２７年度 3,646,428 指標③

２６年度 1,657,842 指標① 一時預かり利用日数 200 日 H28.3 250 299

指標②

２７年度 2,309,579 指標③

２６年度 29,754,964 指標① 学童保育所利用者数 150 名 H28.3 149 148

指標②

２７年度 29,487,241 指標③

２６年度 0 指標① 補助対象者数 100 人 H28.3 － 3

指標②

２７年度 29,600 指標③

２６年度 24,978,898 指標① 乳幼児医療費受給者数 1,000 人 H28.3 955 897

指標②

２７年度 24,886,968 指標③

妊産婦の心身の健康の保持及び家庭の
経済的負担の軽減を図るため、妊婦一般
健康診査及び出産のため町外の医療機関
に通院する交通費を助成（1,080円/1回、
15回を上限）

　民間の医師紹介サイト等を活用すること
で常勤医師の招聘を行い、医療の充実を
図る。

乳幼児を扶養している子育て世帯の保護
者に対して、美幌町指定ごみ袋を支給する
ことにより、世帯の経済的負担を軽減し、
子育てを支援

乳幼児の保育に関する相談に応じ、必要
な情報の提供及び助言を行うとともに、子
育てサークルへの支援等を行う。

保護者や家族の病気、不定期に仕事をす
るなど、家庭での保育が困難になったとき
に、満１歳児以上就学前までの子を一時的
に預かる。

保護者が昼間就労・留守などにより保育が
出来ない小学生の児童を対象に、適正な
遊び場及び生活の場を与え、児童の健全
育成と福祉増進を図る。

禁煙の取組を促し、たばこの害から治療者
本人及び同居する子どもの健康を守るた
め、子育て世帯の喫煙者に対し、禁煙治療
に要する費用の一部を補助

乳幼児等の医療費に対し、保険制度が７
割（８割）・北海道が１割（２割）・美幌町が
０．５割を負担し、保健の向上と福祉の増
進及び子育て世帯への経済的支援を行
う。

　常勤医師１０名体制は過去最大数であり、整形
外科の再開及び新たに泌尿器科の開設を行った。

医師募集広告掲載料160千円
医師募集サイト広告掲載料1,026千円

補助対象者のうち申請があったものについて１０
０％補助を実施。
補助件数 137件／補助対象申請数 137件

エンゼルサポート120事業用消耗品：51,030円
乳幼児を扶養している子育て世帯の保護者に対し
て、美幌町指定ごみ袋を支給することにより、世帯
の経済的負担を軽減し、子育てを支援

地方創生に相当
程度効果があっ
た

地方創生に相当
程度効果があっ
た

地方創生に効果
があった

本事業終了後における実績値

地方創生に効果
があった

事業の継続

乳幼児の保健福祉向
上及び子育て世帯の経
済的支援を長期的に要
望する住民意向がある
ため

地方創生に効果
があった

事業の継続

依存症対策は本人の
強い意志と支援が効果
的に実施されることが
必要であり、長期間に
わたる取り組みを要す
る。
補助申請者は増加して
きていることから、あら
ゆる機会を通じて喫煙
がもたらす健康被害や
禁煙についての啓発を
継続して行う。

15 乳幼児等医療費助成制度

14 子育て世帯禁煙サポート補助事業

子育て世帯の喫煙者へ禁煙を促し、治療者本人と
家族の受動喫煙による健康被害を防いだ。また、
母子手帳交付時に喫煙の影響と補助事業の説明
などにより禁煙への動機付けと啓発が図られた。
（実績値が指標値を下回った理由）
・補助対象となる若い世代は健康に対する関心が
低く、習慣的な喫煙者の多くは依存症であり、禁煙
の動機付けが難しい。禁煙促進には地域全体とし
て禁煙意識の醸成が必要であり、長期的な取り組
みが必要。

子育て世代禁煙サポート補助金：29,600円

H27  消耗品費　　　　   69,168円
        印刷製本費　　 　 60,912円
        扶助費　　　  24,756,888円
H26  消耗品費           53,226円
　　　　印刷製本費       74,836円
　　　　扶助費　　 　24,850,836円

⑤事業効果については前回報告時「不明」として
いましたが、「地方創生に効果があった」としてい
つのまにか修正されています。下回った理由につ
いては次のとおり
「少子化の進展にともなう受給者数の減少」

事業の継続
今後も小1の壁や待機
児童をつくらないことが
大事である

地方創生に非常
に効果的であっ
た

事業の継続

子育て支援には必要な
事業であり、緊急的な
セーフティーネットとし
ての役割を担う必要が
ある

11 放課後児童健全育成事業

10 一時預かり事業

保護者の就労形態の多様化に伴う一時的な保育
又は保護者の疾病や家族の疾病による付き添い
等緊急時の一時的な保育のため、一時預かり事
業を行うことにより、児童の福祉の向上が図られ
た。

臨時職員賃金　　　2,309,579円
利用児  3歳児未満　　290.5日
　　　　   3歳児　　　　　　1.0日
　　　　   4歳児以上　　　7.5日

美幌小学校　　65名
東陽小学校　　56名
旭小学校　　　 27名

臨時・嘱託賃金　23,374,498円
共済費　　　　　　　3,346,873円
需用費　　　　　　　2,334,425円
役務費　　　　　　　　304,514円
委託料　　　　　　　　119,431円
旅費　　　　　　　　　　　7,500円

保護者が昼間就労・留守などにより保育が出来な
い小学生の児童の健全育成と福祉増進を図られ
た。

事業の継続

子育て支援には必要な
施設であり、リピーター
が増えるような魅力あ
る行事等を考えて行く
ことが大事である

9 地域子育て支援センター事業 4,040組　(親3,785名　　子4,700名)

臨時職員賃金　　2,249,937円
需用費　　　　　　　 441,133円
償還金　　　　　　 　406,000円
共済費　　　　　　　 344,072円
役務費　　　　　　　 111,121円
報償費　　　　　　　　86,400円
委託料　　　　　　　　  7,765円

少子化の影響等で利用者数は減っているものの、
センターの各種行事や育児相談、利用者が必要
な情報の提供及び助言を行うことで、地域の子育
て支援センターとしての役割は果たせた。

事業の継続

地方創生に非常
に効果的であっ
た

事業の継続

7 エンゼルサポート１２０事業

6 医師確保対策事業

地方創生に効果
があった

追加等更に
発展させる

新年度、出産に係る交
通費補助を加える。

4 妊婦一般健康診査費用助成事業
出産に係る費用を助成することにより、妊産婦家
庭の経済的負担を軽減し、子育て支援が図られ
た。

プレママサポート14交通費補助金：1,419,120円
補助対象者のうち申請があったものについて１０
０％補助を実施。
補助件数 128件／補助対象申請数 128件

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

指標

美幌版総合戦略に係る事業実施結果報告

（各事業における実績額及び事業効果等）

No

③ ⑤ ⑩

対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）

⑨

外部有識者からの評価

事業内容

実績額

②

事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）
※実績値が指標値を下回っている事業につい
てはその理由（原因）等についても記載願いま

す

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を記載願い

ます
指標値に対するH27実績値の内容



様式２

基本戦略４

① ④ ⑥ ⑦ ⑧

本事業前
の実績値

年度 総額 指標値 単位 目標年月 Ｈ２６実績値 実績値 事業効果 事業の評価
外部有識者から

の意見
今後の方
針

今後の方針の理由

２６年度 0 指標① 空き店舗活用件数 2 件 H28.3 0 0

指標②

２７年度 0 指標③

２６年度 17,811,000 指標① 利用者数(H26.10～H27.9) 38,000 人 H27.9 33,968 31,652

指標②

２７年度 18,109,290 指標③

２６年度 200,000 指標① 事業の利用件数 3 件 H28.3 1 2

指標②

２７年度 645,000 指標③

２６年度 6,902,126 指標①
国の整備指針に基づくＩ

ＣＴ機器必要数
4 校 H28.3 1 4

指標②

２７年度 14,629,000 指標③

２６年度 8,720,196 指標① 町費負担教員 2 人 H27.4 2 2

指標②

２７年度 9,413,660 指標③

２６年度 0 指標① 連携事業実施校 5 校 H28.3 4 5

指標②

２７年度 0 指標③

２６年度 156,380 指標① 学習サポート事業実施校 5 校 H28.1 5 5

指標②

２７年度 77,350 指標③

２６年度 294,102 指標① 留学生（美幌高校）の人数 2 人 H28.3 1 2

指標②

２７年度 720,255 指標③

２６年度 ※ 指標①
自主防災組織の結成

率(H31）
73.75 ％ H32.3 66.20% 66.70%

指標②

２７年度 7,049,000 指標③

空き店舗を活用して新規企業・チャレンジ
ショップ支援などを行い、街中に賑わいや
活力を創出する。

地域住民の足となっている路線バス、ワン
コインバス及び町が運行する混乗スクール
バス等の維持確保や利便性向上に努めな
がら、公共交通の確保・維持を推進する。

住民自らの知恵と行動により、まちづくり諸
活動を奨励するもの。自治会や団体・組織
を対象に地域の公共的課題を自主的かつ
継続的に取り組む事業に支援し、その活動
継続と発展を図るもの。

町内の小中学校でＩＣＴ（情報通信技術）を
活用し、確かな学力を育成する教育を推進
します。

きめ細かな学習指導環境を整えることを目
的に、各小学校の全学年で35人学級を実
現すべく、期限付教諭を任用する。

博物館の学芸員と教諭との連携により、美
幌町の自然体験や観察会、工作教室を実
施し、地域への郷土心の養成と特色ある授
業を実施する。

夏季・冬季の長期休暇中の小中学生に東
京農業大学の学生が勉強を教え、児童・生
徒の学力向上を図る。

平成４年からﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ・ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ地区と
友好姉妹都市の関係が継続され、両地域
における人材派遣として「高校生短期交換
留学」を実施。
さらに隔年でｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ高校から短期留学
の受け入れも行う。

災害時に備えた設備を整えるとともに、町
民と関係機関が連携した自主防災訓練及
び地域避難訓練を実施し、防災体制の強
化を図る。また、地域住民の指導者として
町民防災リーダーを養成する。

地方創生に相当
程度効果があっ
た

事業の継続
今後も継続して事業を
すすめ、防災・減災対
策の強化を図る。

20 防災対策事業
自治会連合会による訓練などをとおして、未設立自治会への
働きかけなど、積極的な取組みにより、平成27年度、1自治会
において自主防災組織の設立に至った。

・防災無線保守点検　　　　　　　　　　　　　　422千円
・防災情報配信システム保守業務委託　     540千円
・避難所等ＡＥＤ借上料　　　　　　　　　　　　 192千円
・備品購入費（防災用タブレット）　　　　　　   517千円
・備品購入費（携帯型無線機セット）　　　　   592千円

自主防災組織結成の促進が図られた。

※平成26年度は、防災関係の予算を一括りにしていた
ため、「防災対策事業」としての実績額は出せない。（防
災関係総額で約1,600万円）

地方創生に相当
程度効果があっ
た

事業の継続
国際社会に対応する人
員の育成は今後も必要
であるため。

地方創生に非常
に効果的であっ
た

事業の継続

今後も基礎学力の向上
と学習習慣の定着を図
るため、学習サポート
事業を継続していく。

19 国際交流事業

18 学生ボランティア学習サポート事業
学生ボランティアによる長期休暇中の濁柊サポートを行うこと
により、学力向上と学習習慣の定着が図られた。

報償費：19,800円
食糧費：64,800円
保険料：12,800円

美幌高校からケンブリッジ高校へ短期留学を予定である２名
派遣することができた。ケンブリッジ高校への留学実施で、美
幌と友好姉妹都市である地域との人的交流が継続でき、生徒
自身においても将来を考える機会となり、事業効果はあると検
証する。

国際交流事業消耗品　5,140円
             （留学レポート・写真の展示用）

高校生短期交換留学事業負担金   　715,115円
　　　　内訳） ・渡航費用 （高校生2名）　　398,000円
　　　　　　　　・授業料等　（　〃　　）　  　　317,115円

平成27年7月22日　出発～　8月12日　帰町
留学先：友好姉妹都市ケンブリッジ(ＮＺ)のケンブリッジ
高校
留学生：美幌高校普通科2年、3年の　女子生徒2名
留学内容：year11レベル（高校1年程度）の授業を受ける
　日本の高校とは授業形態や生徒の積極性の違いを体
験。この経験が帰国してから生徒自身の積極性を意識
する切っ掛けとなった。英語の勉強に一層意欲。帰国レ
ポートを提出済。

地方創生に効果
があった

事業の継続
今後も地域資源を活用
した博物館との連携事
業を推進していく。

17 博物館との連携事業
博物館との連携による体験学習により、地域資源を活用した
学校教育の充実が図られた。

地方創生に非常
に効果的であっ
た

追加等更に
発展させる

今後も未来を担う子ど
もたちの学力向上を図
るため、教育環境の整
備を推進していく。

地方創生に相当
程度効果があっ
た

事業の継続
整備計画に基づきＩＣＴ
機器を充足し、児童生
徒の学力向上を図る。

15 尐人数学級推進事業

14 ＩＣＴ教育環境整備事業

すべての小学校の全学年で３５人学級の実現ができたことに
より、一人一人のの児童にきめ細かな指導を行うことができ
た。

社会保険料：1,248,918円
臨時職員賃金：8,138,304円
健康診断委託料：26，438円

国の整備目標に準じて普通教室に大型モニター、実物投影機
のＩＣＴ機器を小学校１校に先行整備したところ、授業で活用す
る機会が大幅に増え児童への教育効果も高まった。

小学校機械器具：  2,973,000円
中学校庁用備品：11,656,000円

大型モニター、実物投影機、プロジェクター、コンピュー
タ機器

地方創生に相当
程度効果があっ
た

事業の継続

町民による自発的なま
ちづくり活動はこれから
も重要であり、この活動
に対する町の補助が必
要であるため。

10 美幌町まちづくり活動奨励事業

地方創生に相当
程度効果があっ
た

事業の継続

利用実態の検証と住民
ニーズを把握しながら、
利便性の向上と利用促
進を図る。

8 ワンコインバス、乗合タクシー等利用促進事業
人口減尐に伴う全体の利用者減尐や美幌校高線を利用する
生徒利用の減尐も影響している。

生活バス路線運行維持費補助金　18,109千円
　  ・阿寒バス：　市内循環線　　　　　　　6,872千円
　　・網走バス：　網走－美幌線　 　　　　3,410千円
　　・北見バス：　北見－美幌津別線等　6,787千円
　　・北交ﾊｲﾔｰ： 乗合ﾀｸｼｰ　　　　　　　　1,041千円

利用者数（地域内フィーダー系統の利用者）
　　・市内循環線　 26,281人
    ・美幌校高線　　 3,681人
　　・乗合タクシー    1,690人
              　 計　　31,652人

町民団体等が主体の事業に対して補助する提案事業型の補
助金である。町民主体のまちづくりに効果があったと検証す
る。
指標値を下回った理由に、年間予定しているソフト事業が2件
分、ハード事業が1件分であるが、当該年度においてソフト事
業2件のみで、ハード事業は申請が無かったため。

補助金額：
　①　「バブルサッカー大会IN美幌」　　　205,000円
　②　「びほろ元気なまちづくり講演会」　440,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　645,000円

　①　「バブルサッカー大会IN美幌」　・・・　　美幌では新
しい　スポーツイベントである“バブルサッカー”が開催
でき、町民をはじめ町外の方とも交流する機会ができ、
話題性による美幌町への集客で、観光・宿泊飲食への
効果も期待できる。
　②　「びほろ元気なまちづくり講演会」　・・・実施のメン
バー達は、異業種交流や将来へのまちづくりに資する
人材育成につながる。また講演会自体は、広く町民に
波及効果。

地方創生に効果
がなかった

事業の継続

空き店舗の解消を促進
することにより商店街の
活性化が図られるた
め。

実績は無かったものの当該制度を維持することで、空き店舗
の活用が推進されるものと考える。

本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

指標

1 空き店舗活用事業

美幌版総合戦略に係る事業実施結果報告

（各事業における実績額及び事業効果等）

No

③ ⑤ ⑩

対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）

⑨

外部有識者からの評価

事業内容
事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）

※実績値が指標値を下回っている事業についてはその
理由（原因）等についても記載願います

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を記載願います

指標値に対するH27実績値の内容

実績額

②


